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	（前略）……その日私はいつになくその店で買物をした。というのはその店には珍しいEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(れもん),檸檬)が 出ていたのだ。檸檬などごくありふれている。がその店というのも見すぼらしくはないまでもただあたりまえの八百屋に過ぎなかったので、それまであまり見か けたことはなかった。いったい私はあの檸檬が好きだ。レモンエロウの絵具をチューブから搾り出して固めたようなあの単純な色も、それからあのEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(たけ),丈)の詰まった紡錘形のEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(かっこう),恰好)も。――結局私はそれを一つだけ買うことにした。それからの私はどこへどう歩いたのだろう。私は長い間街を歩いていた。始終私の心を圧えつけていた不吉な塊がそれを握った瞬間からいくらかEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(ゆる),弛)んで来たとみえて、私は街の上で非常に幸福であった。あんなにEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(しつこ),執拗)かった憂鬱が、そんなもののEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(いっか),一顆)で紛らされる――あるいは不審なことが、逆説的なほんとうであった。それにしても心というやつはなんという不可思議なやつだろう。
　その檸檬の冷たさはたとえようもなくよかった。その頃私はEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(はいせん),肺尖)を悪くしていていつも身体に熱が出た。事実友達のEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(だれかれ),誰彼)に私の熱を見せびらかすために手の握り合いなどをしてみるのだが、私の掌が誰のよりも熱かった。その熱いEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(せい),故)だったのだろう、握っている掌から身内に浸み透ってゆくようなその冷たさは快いものだった。
　私は何度も何度もその果実を鼻に持っていってはEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(か),嗅)いでみた。それの産地だというカリフォルニヤが想像に上って来る。漢文で習った「売柑者之言」の中に書いてあった「鼻をEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(う),撲)つ」という言葉がEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(き),断)れぎれに浮かんで来る。そしてふかぶかと胸一杯に匂やかな空気を吸い込めば、ついぞ胸一杯に呼吸したことのなかった私の身体や顔には温い血のほとぼりが昇って来てなんだか身内に元気が目覚めて来たのだった。……
　実際あんな単純な冷覚や触覚や嗅覚や視覚が、ずっと昔からこればかり探していたのだと言いたくなったほど私にしっくりしたなんて私は不思議に思える――それがあの頃のことなんだから。
　私はもう往来を軽やかな昂奮に弾んで、一種誇りかな気持さえ感じながら、美的装束をして街を濶歩した詩人のことなど思い浮かべては歩いていた。汚れた手拭の上へ載せてみたりマントの上へあてがってみたりして色の反映をEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(はか),量)ったり、またこんなことを思ったり、
　――つまりはこの重さなんだな。――
　その重さこそEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(つね),常)づね尋ねあぐんでいたもので、疑いもなくこの重さはすべての善いものすべての美しいものを重量に換算して来た重さであるとか、思いあがったEQ \* jc0 \* "Font:PMingLiU" \* hps24 \o(\s\up 11(かいぎゃくしん),諧謔心)からそんな馬鹿げたことを考えてみたり――なにがさて私は幸福だったのだ。……（後略）
	（前略）……那天我去了那間幾乎從未光顧過的店，只因為那間店極罕見地擺出了檸檬。檸檬隨處都有，而店雖說不上簡陋，到底也不過是間平凡的水果行，因此之前很少在那看見檸檬。我實在很喜歡那顆檸檬。無論是彷彿將檸檬黃的顏料擠出後直接風乾的單純顏色，抑或那像把身高給壓縮起來後的紡錘形狀外貌。――最後我決定買了一顆。之後的我不曉得往哪個方向走了多久，總之我在街上走了好長一段時間。重壓在我心上頭的不祥的塊狀物自從緊握住那檸檬以來似乎鬆緩了一些，而我在街上感到非常地幸福。曾經那樣子惱人的憂鬱，竟會被這樣一顆果實給帶走――聽起來十分令人存疑，卻是不爭的事實。心究竟是多麼不可思議的一樣東西呀。
　　那檸檬的冰涼簡直美好地無法言喻。當時我弄壞了肺尖，身子幾乎隨時都在發燙。事實上我為了賣弄這熱度，要求過無數的友人與我互握彼此的手，而我的掌心比任何人都要熱。也許就是因為這份熱度吧，從緊握的掌心浸透到全身上下的冰涼感受令我十分舒暢。
　　我好幾次好幾次將那果實貼近鼻尖聞了它的味道。據說是它產地的加利福尼亞的光景浮現在我的想像中。漢文課上學到的「賣柑者言」中「如有烟撲口鼻」一文斷斷續續地流過腦海。將芬芳的空氣吸滿整個胸腔之後，溫暖的血液流進了長久以來未曾如此用力呼吸的我的身體和臉蛋，似乎全身的精力都醒過來了一樣。……
　　實際上，對於當時豁然開朗到令我甚至想主張，我只是從很久以前就一直在尋找那樣單純的冰涼及觸覺和嗅覺還有視覺這件事實，連我自己都覺得不可思議――畢竟那也是過去的事了。
　　我在人群中踩著輕盈昂揚的腳步，抱持一種近似自豪的心情，一面想像穿上美麗裝束闊步在街上的詩人等情景一面走著。將它放在骯髒的手帕上或貼在披風上觀察照映在上頭的顏色，又或思考著這種事情，
　　――原來就是這重量啊。――
　　這重量正是我曾經遍尋不著的東西，毫無疑問地這重量就是將一切善物、一切美好換算成為質量之後的結果……驕矜得意的幽默感帶給我那樣荒誕無稽的想法――無論如何那時候我是幸福的。……（後略）


